
CAM型光合成植物ののCO２吸収効率について
六甲アイランド高等学校 25期総合科学系7班

２．方法

使用器具： CO2センサー,丸型水槽,サランラップ,
遮光用の箱,蛍光灯,LEDライト

検証対象：ビアーポップ（新玉つづり）

検証方法：条件の違いによるCO2量の比較
①丸型水槽で密室を作った
②その中に植物とCO2センサーを入れた
③息を吹き込みppmを3000以上に上げた
④『暗室』『蛍光灯』 『青色』『緑色』『赤色』

の五つの条件で比較した

図2. 使用器具

１．はじめに

動機
通常の光合成の効率は有効な光、そうでない光の色がわかっている
しかしCAM型光合成は有効な光が調べても出てこなかった
今回はCO２吸収効率の観点から有効な光の色を特定する事にした

目的
CAM型光合成の条件による

CO2吸収効率の違いについて検証する
仮説
CO２吸収量の順は下の順になると考えた
『暗室』⇨『青色』⇨『緑色』⇨『赤色』⇨『蛍光灯』

青色緑色赤色順番は通常の光合成効率の順番の逆になると考えた

用語解説
CAM型光合成: 

夜に吸収したCO2をリンゴ酸にして保管し昼になると、
それを再びCO2に戻して光合成に利用する

４．考察

赤色にはppmの増加と減少どちらも見られた
⇩

このことから少しの実験のミスが生じるだけで結果が変わって
しまうほど増加量or減少量が小さいと考えられる。

CAM型光合成をする植物も青色緑色赤色で
吸収効率に大きく差が出た

CO2吸収量は仮説どうり、光合成の効率と真逆となった。

５．結論
赤色の結果に一貫性がないのは減少の値が極わずかだった
あるいは、減少している結果が実験ミスということになるが
決め手となるようなものがなくはっきりさせることが
できなかった。

青色、緑色は暗室に近い結果を示すことから、
普通の植物と同様に赤色で育てることが適切だと分かった
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３．結果
ppmの値が増えている⇨ CO2を吸収できていない⇨昼に近い条件
ppmの値が減っている⇨ CO2を吸収できている ⇨夜に近い条件

図7.赤色図1.ビアーポップ
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図3.暗室 図4.蛍光灯
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条件 暗室 蛍 光
灯

青色 緑色 赤

変 化
量

−445.5 115.5 −363 −262 36

CO２吸収量の平均変化量

蛍光灯、LEDライトは
460ルクスで調べました

赤線が実験の1回目
青線が実験の2回目
を表しています
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